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2017 年度経営方針中間検討会

弊社では、 『経営方針発表会』 (7 月 ) と 『経営方針中間検討会』 (12 月 ) という全社員参加での

会議を年２回行っています。 12 月 8 日に 『2017 年度経営方針中間検討会』 を行いましたので

ここで少し紹介させて頂きます。

この会議は営業卸や製造など各部門ごとに年度当初 (7 月 ) に掲げた目標に対し、 上半期の振り

返りを行い、 改善や修正すべき点を話し合い、 決定するとても重要な会議です。 各部門ごとに

真剣に積極的な意見が交わされ、 改善 ・ 修正した目標を発表します。 下半期はこの目標を達成

できるよう日々の業務に取組むわけです。

また、 今回の会議の後半には、 年度当初に社員個々が掲げた 「決意表明」 の進捗や反省点な

どを皆の前で発表する機会もあり、 時には厳しい指摘もありますが、 全社員が 「お客様第一主義」

の信条に則って前向きな意見交換や発表を行いました。

このように、 「お客様第一主義」 という信条のもと考えた目標に対し、 日々、 達成できるよう全社

員がど真剣に取組んでおります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       営業卸部門　本社　松嶋

大阪府豊中市　上新田天神社　　　

手水鉢作成のお手伝いをさせていただきました。

小叩き仕上げでとても良い出来栄えです。

お近くにお越しの際は是非、 お立ち寄り下さい。

　　　　　　　　　　営業卸部門　大阪営業所　山口

CAD 部門による 「部門別アクションプラン」

振り返りと対応策の発表

営業卸部門　山口による 「決意表明」

進捗状況の発表

あけまして

おめでとうございます。

本年もどうぞよろしく

お願い申し上げます。

　　　有限会社庵治石彫工房　

　　　　　　　　　社員一同

集合写真

新年の御挨拶

謹んで初春のお慶びを申し上げます。

旧年中はひとかたならぬご愛顧にあずかり、誠にありがとうございました。

厳しい石材業界の中、こうして新年を迎えられるのも弊社をご贔屓にして

頂ける皆様方あってのことと深く感謝を致しております。

本年も社員一同、皆様方のご要望にお応えできるよう、迅速かつ的確な

対応を心がけてまいります。

何とぞ昨年同様のご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

最後になりましたが、貴社の益々のご発展とご健勝をお祈り申し上げまして

新年のご挨拶とさせていただきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１８年元旦　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　太田明彦



編集後記

平成 30 年を迎えたばかりですが、 やはり気になるのは来年からの新しい元号です。

ちなみに日本で一番古い元号は 「大化の改新」 の大化だそうですが、 それはさておき

「平成」 に込められた意味 「地平かに天成る」 （国の内外、 天地にも平和が達成される）

の通りに今年 1 年も良い年でありますように願い、 残り少ない 「平成」 を謳歌しましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　　　　営業卸部門　大阪営業所　甲佐

研修旅行に行ってきました！

11 月 10 日 （金） と 11 日 （土） に研修旅行に行ってまいりました。

今年は大阪南港で開催された 「エンンディング産業展 2017」 に参加し、 そこから奈良のお寺を

めぐる 1 泊 2 日の研修です。

初日のエンディング産業展では、 セミナー受講も含めて色々なブースをたっぷりと見学。 翌日の

寺社研修は曇り空ながら 「正倉院展」 も開催されている影響で大変な人出でした。 この日は鹿

よりも人の方が多い感じでした。

肝心の研修は、 東大寺では大仏に二月堂、 興福寺の阿修羅像に五重塔、 薬師寺は改修工事

中の東塔に平山郁夫画伯の壁画など、 それぞれ写真に撮れない仏像、 普段は入れない建築物

などを見学、 わかりやすく解説して頂き大変貴重な経験、 研修となりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      営業卸部門　大阪営業所　甲佐

　鏡池に映る大仏殿　　　　　　　　　　　　　　東大寺鏡池にて　　　　　　　　　　　　　　　　　薬師寺金堂

四国に新幹線

四国に新幹線は通らないの？県外のお客様から質問された事があります。 その時は、 島国なので

無理ですよ ( 笑 )、 と答えましたが、 家に帰って調べた所、 実は四国新幹線計画は実在しているよ

うです。 実際に、 瀬戸大橋の下は新幹線が走るために線路を設置しています （現在はマリンライ

ナーが実際に走行している）。 四国新幹線も夢物語ではないようです。 しかし、 年々少子化が進み

四国に定住する人口が少なくなってしまった

ので可能性はかなり低いみたいです。

いたるところで少子化の影響がでているよ

うですが、 少子化だからと後向きな政策を

していると、 どんどん厳しくなり、 なんだか

寂しいです。

少子化だからこそ、 前向きに改革してほし

いと思います。

墓石業界も少子化に負けないように新しい

取り組みにチャレンジして、 新たな市場を

発見できればと思います。

　　　　　　　　営業卸部門　本社　太田康博
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【感じるお墓】

仏事業界では、 供養の様式も多様化し、 墓石分野においても例外ではなく、 お墓離れが深刻な

状況にあります。 そこで、 お墓の大切さに気づき、 感動的なお墓をプロデュースしたいという想い

から 【感じるお墓】 のご提案に至りました。 半年ほど前にプロジェクトチームを発足させ、 社外

コンサルタントの先生の助言も取り入れながら、 いい感じで進んでおります。 近日中に、 お披露

目させて頂く予定です。 乞うご期待下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    営業卸部門　大阪営業所　横井

【感じるお墓】

Coming Soon？　　←


